






















































服部文庫の初版 視野に入れて ない（第四章「 『 』の話」 ）
かく研究者間で情報がうまく共有されない状況がうち続くなか、服
部文庫の初版を真正面から取り上げ、その本文の特徴を詳しく検討した、有木大輔氏「早稲田大学図書館所蔵天明二年初版 唐詩選国字解』校勘記」 （ 『中国文学論集 第三十八号 平成二十一年。後に同氏著『唐詩選版本研究』 、平成二十五年、好文出版に再録）が発表されるにいたって、 『国字解』初版が出版されていたことが ようや 学界に周知されたと言えよう。思えば、服部家の資料群が早稲田大学へ寄贈され






























の図録、三十頁、参考図版４と て掲載させていただいた、久留米藩主有馬家旧蔵（久留米市立中央図書館蔵有馬家文書のうち）の享保九年版小字素読本の薄様刷りは 普通の （縦十四・五糎 横十糎前後）より心持ち大きな縦長の本（縦十六・五糎、横十 七 ） 。大名家の注文を意識しての書型 のであろう。
かく嵩山房が作っていた特装版は様々だが、以上は言ってみれば商



































































































は、明和二年版では明らかに傍線を付し 箇所を削って「終 の字だけ残しているように見え、刊行年時の前後と版木修正 順が合わない点である。右は顕著な例で、他にもそう思わせる例はいくつか見出せる。かれこれ考えと、明和二年という奥付を信頼してよいのかとさえ思われ く いまは疑問のままを記し、 『唐詩国字弁』 関係なども合わせて別稿を期したい。
（
（）	
後述のとおり、服部文庫の天明二年初版の最大の特徴は大本体裁をとっ
ていることだが、山岸氏は「○唐詩選国字解
　
七巻
　
天明２年初版
　
小林新
兵衛
　
大４冊（再刻以後は半紙本） 」と記しておられる。
（
3）	
架蔵の享保九年版小字素読本、後述する久留米市立中央図書館の有馬家
文書中にある、同じく享保九年版小字素読本。また真島望氏 、明和六年版小字素読本の薄様刷りを御所持の由、御教示下さった。
